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九
月
二
十
八
日
、
ホ
テ
ル
サ

ン
ル
ー
ト
小
松
に
お
い
て
「
胃

ろ
う
は
本
当
に
や
め
ら
れ
る

か
」
と
題
し
、
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
in
加
賀
が
開
催
さ
れ
、

七
十
一
人
が
参
加
し
た
。

一
昨
年
の
金
沢
を
皮
切
り

に
、
昨
年
の
七
尾
・
中
能
登
に

お
い
て
も
熱
い
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
交
わ
さ
れ
た
「
胃
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
回
は
加

賀
地
区
で
活
躍
さ
れ
る
五
人
の

方
々
に
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
。

ま
ず
、
基
幹
病
院
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
担

当
で
あ
る
芳
珠
記
念
病
院
歯
科

口
腔
外
科
・
西
出
直
人
氏
か
ら
、

胃
ろ
う
に
関
す
る
最
新
の
知
見

に
加
え
、
同
院
の
自
験
デ
ー
タ

を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
解
説

が
あ
り
、
医
科
歯
科
協
同
体
で

あ
る
保
険
医
協
会
の
企
画
に
ふ

さ
わ
し
い
口
火
を
切
っ
て
い
た

だ
い
た
。

次
に
「
診
療
所
に
お
け
る
胃

ろ
う
造
設
の
現
状
」
と
題
し
て

見
谷
内
科
医
院
院
長
・
見
谷
巌

氏
よ
り
、
在
宅
の
み
な
ら
ず
松

寿
園
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）
に
お
け
る
実
際
と
困
難
例

が
示
さ
れ
た
。
特
に
、
困
難
例

の
提
示
は
、
胃
ろ
う
の
現
状
を

参
加
者
全
員
で
共
有
で
き
る
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
介
護
老
人
保
健
施

設
で
あ
る
レ
イ
ク
サ
イ
ド
木
場

施
設
長
・
亀
田
健
一
氏
か
ら
は
、

最
期
ま
で
人
間
ら
し
く
ど
う
支

え
る
か
を
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

考
え
な
が
ら
実
践
し
て
き
た
長

年
の
歩
み
を
披
露
さ
れ
た
。
満

足
で
き
る
看
取
り
の
た
め
に
は

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ

る
自
生
園
施
設
課
長
・
西
場
芳

江
氏
か
ら
は
「
本
人
・
家
族
が

納
得
で
き
る
最
期
を
迎
え
る
た

め
に
」
と
題
し
て
、
家
族
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
や
職
員
の
情
報
共

有
な
ど
の
全
園
的
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
た
。
入
所
者
の
医

療
依
存
度
の
解
析
で
は
、
栄
養

注
入
量
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
的

な
調
整
が
、
痰
吸
引
回
数
の
減

少
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
指
摘

も
貴
重
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
芳
珠
記
念
病
院
内

科
・
青
島
敬
二
氏
よ
り「
胃
ろ
う

は
人
口
水
分
栄
養
の
選
択
肢
の

一
つ
に
過
ぎ
な
い
」と
題
し
て
、

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括

と
も
言
え
る
人
口
水
分
栄
養
の

捉
え
方
、
そ
し
て
終
末
期
医
療

に
お
け
る
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す

べ
く
長
年
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
意
思
確
認
書
、
さ
ら
に
現
実

的
な
対
応
と
し
て
の
皮
下
輸
液

の
提
案
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

氏
に
は
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企

画
段
階
か
ら
多
大
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
謝
意
を
こ
の

場
を
借
り
て
お
伝
え
し
た
い
。

実
は
、
一
昨
年
の
金
沢
会
場

で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い

て
、
熱
心
な
フ
ロ
ア
発
言
を
頂

戴
し
た
先
生
方
が
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
大
き
く
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
の
テ
ー
マ
へ
の
関
心
の
高
さ

が
次
な
る
議
論
の
場
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

今
年
の
秋
は
早
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

十
月
上
旬
は
快
晴
で

秋
晴
れ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
中
旬
に
台
風

が
二
つ
通
り
過
ぎ

て
、一
気
に
寒
く
な
り
ま
し
た
。

通
勤
途
中
の
木
々
は
紅
葉
し
、

き
れ
い
な
錦
を
織
っ
て
い
ま

す
。お
宮
さ
ん
の
木
々
の
上
に
、

虹
が
架
か
っ
て
い
る
と
錯
覚
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
白
山

に
は
雪
が
降
り
、
初
冠
雪
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
諸
行

無
常
、
止
ま
る
こ
と
の
な
い
大

自
然
の
営
み
、
豊
か
さ
を
感
じ

ま
す
。

診
療
所
の
外
来
は
、
風
邪
の

患
者
さ
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
や
か
で
す
。
お
い
し
い

物
を
食
べ
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

を
い
そ
し
み
、
冬
を
乗
り
切
る

た
め
の
準
備
の
時
期
で
す
。

冬
と
い
え
ば
、
人
間
社
会
で

は
一
足
早
く
社
会
保
障
制
度
の

冬
の
時
代
が
来
て
い
ま
す
。
政

府
が
発
表
す
る
こ
と
は
、
患
者

さ
ん
の
窓
口
負
担
増
、
介
護
保

険
制
度
の
改
悪
に
よ
る
利
用
制

限
、
生
活
保
護
費
・
年
金
の
削

減
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
政
策
ば
か
り

で
す
。

「
消
費
税
の
増
税
分
は
社
会

保
障
に
使
い
ま
す
」、
こ
の
言

葉
は
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。言
葉
の
ま
や
か
し
、

ペ
テ
ン
に
引
っ
か
か
り
、
後
悔

し
て
い
ま
す
。「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
容
認
す
る
閣
議
決

定
」
も
ペ
テ
ン
で
す
。
日
本
国

憲
法
違
反
で
す
か
ら
。
こ
れ
以

上
ペ
テ
ン
師
に
騙
さ
れ
な
い
こ

と
を
決
意
し
、
戦
争
す
る
国
に

な
ら
ぬ
よ
う
権
力
者
を
監
視
し

ま
し
ょ
う
。

加賀全域から71人が参加し、胃ろうについて学び合った
� （9月28日・ホテルサンルート小松）

青島敬二氏
（芳珠記念病院・内科）

西出直人氏
（芳珠記念病院・歯科口腔外科）

亀田健一氏
（介護老人保健施設レイク
� サイド木場・施設長）

見谷巌氏
（見谷内科医院・院長）

司会の小川滋彦理事
西場芳江氏
（特別養護老人ホーム
� 自生園・施設課長）

医師とコ・メディカルのためのシンポジウムin加賀

理事　小川　滋彦（金沢市・内科）

胃ろうは本当にやめられるか

医師とコ・メディカルのためのシンポジウム
参加者から寄せられた意見

○その人に合わせた終末期医療、栄養管理をすべき。病院・
クリニック・施設の連携をもっと増やしたい。� （医師）
○普段、訪問診療を行っているのですが、今回のシンポジ
ウムは口腔内だけではない、違った視点から考えることがで
きる良い機会となりました。これからの診療は、胃ろう等も
含めた摂食嚥下を考えながら行っていきたいと思いました。
� （歯科医師）
○胃ろうの量が多いために痰が出ていたり、逆流すること
があれば、医師に相談する方法があることを知った（指示
通りの量をあげなければならないと思っていた）。
� （介護福祉士）

◆参加者アンケートの集計は、保険医協会ホームページ 
（http://ishikawahokeni.jp/）からご覧いただけます。
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朝
日
新
聞
の
従
軍
慰

安
婦
報
道
、
そ
れ
に
続

く
池
上
彰
氏
コ
ラ
ム
掲

載
拒
否
、
福
島
原
発
事

故
の
吉
田
調
書
報
道
。

社
長
が
謝
罪
会
見
に
追

い
込
ま
れ
た
一
連
の
事
件
は
、
今
、

朝
日
バ
ッ
シ
ン
グ
と
し
て
、
世
に
広

が
っ
て
い
る
。
特
に
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
攻
撃
は
す
さ
ま
じ
く
、
そ
の
紙
面

に
は
「
廃
刊
」「
不
買
」
の
文
字
さ

え
躍
る
。

こ
の
騒
動
の
主
因
が
朝
日
新
聞
自

身
に
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
日

本
を
代
表
す
る
巨
大
マ
ス
コ
ミ
と
し

て
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

社
内
外
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る

姿
勢
こ
そ
が
生
命
線
で
あ
ろ
う
。
そ

の
こ
と
を
今
一
度
肝
に
銘
じ
て
も
ら

い
た
い
。

一
方
で
、
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
批
判

に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
、
そ
の

社
会
の
健
全
性
を
示
す
も
の
と
言
っ

て
い
い
。
過
ち
を
犯
さ
な
い
人
間
や

組
織
な
ど
あ
り
得
な
い
。
特
に
権
力

を
監
視
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
う
マ
ス
コ
ミ
な
ら
、
そ
の
危
険
は

常
に
付
き
ま
と
う
。
メ
デ
ィ
ア
が
権

力
に
お
も
ね
る
と
き
、
そ
の
国
に
、

も
は
や
民
主
主
義
は
な
い
。

朝
日
新
聞
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ
は
明

ら
か
に
一
線
を
越
え
て
い
る
。
従
軍

慰
安
婦
報
道
に
関
わ
っ
た
元
朝
日
新

聞
記
者
二
人
が
在
籍
す
る
大
学
に
脅

迫
文
が
届
い
た
事
件
は
、
そ
の
典
型

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
煽
っ
て

い
る
の
は
間
違
い
な
く
新
聞
や
週
刊

誌
と
い
っ
た
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
だ
。

朝
日
を
叩
け
ば
、
部
数
が
伸
び
る
。

「
反
日
」「
売
国
」「
愛
国
」・
・
・
時

代
が
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
る
と
き
、
常

に
繰
り
返
さ
れ
る
扇
情
的
な
フ
レ
ー

ズ
。
真
の
愛
国
と
は
、
他
者
を
問
答

無
用
に
の
の
し
り
、
そ
の
存
在
を
全

否
定
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
世

界
の
中
の
日
本
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
他
国
を
敬
い
、
尊
重
す
る
こ
と

こ
そ
が
自
国
を
守
る
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。

最
も
憂
う
べ
き
は
、
今
の
世
を
覆

う
空
気
そ
の
も
の
だ
。
一
国
の
首
相

が
「
朝
日
の
報
道
は
日
本
人
の
誇
り

と
尊
厳
を
傷
つ
け
た
」
と
国
会
で
答

弁
す
る
。従
軍
慰
安
婦
問
題
は
、た
っ

た
一
人
の
人
間
の
証
言
と
そ
の
真
偽

に
よ
っ
て
揺
ら
ぐ
も
の
な
の
か
？　

問
題
は
総
体
と
し
て
の
事
実
の
あ
り

よ
う
だ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
は
﹃
沖
縄

ノ
ー
ト
﹄
裁
判
で
も
あ
っ
た
。
沖
縄

で
住
民
の
集
団
自
決
が
軍
の
強
制
で

あ
っ
た
か
否
か
？　

二
人
の
部
隊
長

が 

「
集
団
自
決
の
命
令
を
出
し
て
い

な
い
」
と
主
張
し
、
著
者
の
大
江
健

三
郎
氏
と
岩
波
書
店
を
訴
え
た
。
そ

し
て
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
二
日
、

最
高
裁
は
軍
の
関
与
を
明
確
に
認

め
た
。

秘
密
保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
、

そ
し
て
、
慰
安
婦
問
題
。
次
々
と
政

府
が
打
ち
出
す
施
策
は
、
こ
の
国
の

形
を
確
実
に
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
国
民
の
過
半
数
が
反
対
し
て
い

る
と
い
う
現
実
を
無
視
し
、
異
論
を

封
じ
る
姿
勢
こ
そ
が
最
も
危
う
い
。

異
常
な
朝
日
バ
ッ
シ
ン
グ
は
、
そ
う

し
た
空
気
の
中
で
生
ま
れ
た
。
こ
の

空
気
こ
そ
が
、
今
、
日
本
が
直
面
し

て
い
る
真
の
脅
威
に
他
な
ら
な
い
。

第
十
二
回
理
事
会
は
、
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
集
ま
り
が

良
く
、
定
刻
の
午
後
七
時
三

十
分
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
務
部
か
ら
十
月

二
十
六
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
原
発
・
い
の
ち
・
み
ら

い
市
民
講
演
会
の
参
加
申
し

込
み
者
が
百
人
近
く
に
な
っ

た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
講
演
さ
れ
る
菅
谷
昭
氏

は
長
野
県
松
本
市
長
で
す

が
、
松
本
市
と
金
沢
市
は
文

化
・
観
光
都
市
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
山
野
之
義
金
沢
市

長
に
来
賓
と
し
て
の
あ
い
さ

つ
を
依
頼
中
と
の
こ
と

で
す
。

歯
科
部
か
ら
は
、﹃
歯
科

保
険
診
療
便
覧
二
〇
一
四
年

度
点
数
改
訂
版
﹄
の
発
行
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
石
川

協
会
が
独
自
で
作
成
し
た
こ

の
便
覧
を
、
平
田
副
会
長
が

保
団
連
歯
科
理
事
会
で
お
披

露
目
し
、
全
国
に
向
け
販
売

が
開
始
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
、

保
団
連
か
ら
﹃
在
宅
医
療
点

数
の
手
引
二
〇
一
四
年
版
﹄

が
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
、
こ
の
本
を
使
っ
た
学

習
会
を
来
年
に
開
催
す
る
方

向
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
医
療
福
祉
部
か

ら
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
め

ぐ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

準
備
状
況
、
機
関
紙
・
文
化

部
か
ら
は
、
新
年
号
に
お
け

る
座
談
会
企
画
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

協
議
事
項
で
は
、
二
〇
一

五
年
介
護
報
酬
改
定
に
向
け

た
保
団
連
要
求
（
案
）
に
つ

い
て
活
発
な
意
見
が
飛
び
交

い
、
石
川
協
会
と
し
て
の
意

見
を
集
約
し
て
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に

朝
日
新
聞
へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

に
関
す
る
保
険
医
新
聞
十
一

月
号
の
持
論
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
、
十
時
す
ぎ
に
理
事

会
は
終
了
し
ま
し
た
。
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『歯科保険診療便覧』
をお披露目
（10月21日・11人出席）

第12回 理事会点描

い
わ
ゆ
る
医
療
費
の
標
準
化
と

 
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
流
用
に
反
対
す
る

異
常
な
朝
日
バッ
シ
ン
グ
こ
そ

 

平
和
へ
の
脅
威

書評
集団的自衛権行使に
反対する
声明・決議・意見書

北海道新聞社編著

【紹介者】副会長　大川　義弘（金沢市・内科）

北海道新聞社が出版した『集団的自衛権行使に反対する声
明・決議・意見書』という本を紹介します。「立憲デモクラシー
の会」「国民安保法政懇」「自衛隊を活かす：21世紀の憲法と
防衛を考える会」「九条の会」「戦争をさせない1000人委員会」
「解釈で憲法9条を壊すな！実行委員会」「日弁連」など28の団
体が出した「集団的自衛権行使に反対する声明・決議・意見
書」を集めた本です。 無論､ 保団連も入っています。
「解釈改憲？ ハァ！？ なにその反則技。私たちは立憲主義も
民主主義も手放すつもりはありませんよ声明」というユニークな
声明を出したのは「明日の自由を守る若手弁護士の会」です。
中身は「政府が憲法の読み方を変えた、なんてありえないっ
つーの！」「そこにあるのは情念だけ（民主主義がお嫌いなの
ね）」「早く立ち上がらなきゃ。まだ、閣議決定だけだから｣な

ど。私はこういうのが好きで
す。多様で、真面目で、冗
談ぽく、楽しく、しかしきち
んと事実を見極め、説得力
のある活動を工夫したいも
のです。

●価　格：741円（税別）
●単行本：191ページ
●発行日：2014年8月22日
●出版社：北海道新聞社

保険医協会経由なら2割引き（送料
別）で購入できます。ご希望の方は、
保険医協会（電話076-222-5373）
までお問い合わせください。

医療・福祉問題研究会
〒920-1191 金沢市角間町 金沢大学地域創造学類社会保障論研究室内

主催

医療・福祉問題研究会第117回例会

報告者 納賀良一さん（島根益田がんケアサロン）

司　会 棟居徳子さん（金沢大学）

と　き 2014年12月13日（土）午後３時～５時
ところ 松ヶ枝福祉館１Ｆ・いきがい活動室

（金沢市高岡町7-25）

参加費 無料

患者発 がん対策
～11位一体から学ぶ～

石 川 保 険 医 新 聞 2014年11月15日（毎月15日発行）（2）第511号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



【質問・その7】
現在、医療界では混合診療についての議論が沸き起こっていますが、

歯科においては少々趣が異なっています。
それというのも国民皆保険ができた昭和36年から51年までの15年間

は、歯科では技術料に差額徴収が認められた時代でした。当時の低い保
険点数を補う意味があったと考えられます。この差額徴収は51年の厚
生省の通知により廃止されましたが、その折、保険外の金歯などの補綴
物（かぶせ物や入れ歯）は、患者さんからの希望があれば自費診療も認
められることになりました。
これが歯科の保険点数設定が（初診料、再診料、検査料、処置料を含

め）医科よりも低く抑制される原因になったとの見方をされる方もいま
す。増え続ける医療費を抑制し、その財源の確保のため保険料も引き上
げられましたが、窓口負担も引き上げられました。社保本人では当初
0割であったものが 1割になり、 2割になり、そして今では 3割とな
っています。しかしながら歯科医療費に関して言えば、ほとんど増加せ
ず一定であったため、医療費全体に対する割合は年々減少の一途をたど
っています。
医療費を低く抑えたい支払い側、収入を上げたい歯科医療機関。高度

な治療、良質な医療サービスを求める患者サイドに対し、収益を圧迫す
る高額な医療機器、人件費。自費診療を勧めたいが、情報化社会が進
み、選別される医療機関。齲蝕疾患、患者数の減少と増加する歯科医師
数、そして減少する人口と超高齢社会。アベノミクスと何やら怪しい
TPP。まことに奇妙な平衡状態が、今の歯科界には見受けられます。
超高齢社会では、口から栄養（食べ物）を取ることを支援する歯科医

療機関の役割は、決して低くないと考えます。今年、51年通知が廃止
され、留意事項通知に格上げされました。しかし、内容はほとんど15
年通知を踏襲する形でした。
先生の視点から見た、今後の社会に貢献する歯科医療のあるべき姿は

どのようなものでしょうか。感想、ご意見、ご助言をいただくことがで
きれば幸いです。

【ヒデさんの回答】
今回のご質問は多岐にわたると思いますが、二つの点について考えてみ

ましょう。
第一に、社会に貢献する歯科医療のあるべき姿、第二に、現在焦点の混

合診療問題についてです。
歯科医療のあるべき姿とは何か。人権保障の視点を重視する私の言葉で

いえば、歯科医師および医療スタッフは健康権のにない手であり、歯科医
療機関は、健康権保障の砦でなければならないということです。健康権に
ついては次回にも述べますが、医科でも歯科でも、その保障の具体的方向
性は、予防と在宅医療だと思います。いわゆる先端的・高度医療（予防・
在宅医療も高度の医療に他ならないと思いますが）による治療と併存すべ
きはもちろんですが。

予防 ─ 8020の実践
ご質問にどう答えるか、いろいろ迷い執筆が遅れていたところ、10月27

日、NHKで「プロフェッショナル　仕事の流儀」が放映されました。山
形県酒田市で医院を開業している熊谷崇歯科医師（72歳）の取り組みです

（ ま だ ご 覧 に な っ て い な い 方 は http：//moc.lmiml.com/tvv2/content.
php?id=41634でどうぞ）。その実績は圧倒的で、80歳を過ぎても、20本以
上の歯が残る人が大勢います（全国平均は11本）。まさに、1989年以来、
厚生省と日本歯科医師会が推進してきた「80歳になっても20本以上自分の
歯を保とう」という8020運動の目標が実現されているわけです。

さらに、注目すべきは虫歯が全くなく成人を迎える子どもも、実に約 8
割に上るということです。高齢化、高齢期ばかりが強調されますが、人間
いきなり齢をとり、高齢者になるわけではない。赤ちゃんの時（胎児の
時）から健康、疾病予防は始まるわけですから。

そして、「ぶれない志、革命の歯科医療」、「歯科界の革命児」と紹介さ
れています。目指すのは「痛くなったら行く歯医者ではなく痛くならない
ために行く歯医者」で、まさに予防医療ということになるでしょう。

中でも、「予防は、患者一人一人の意識を変える果てしなき戦い」という
言葉が印象的でした。性急な治療を求める患者に嫌われて、罵声を浴びせ
られるような闘いを経ての現在の予防の成果だということです。安易に患
者の治療要求に迎合せず、患者自身のホームケアを求める。しかし、上か
ら目線ではなく、本当の意味での患者の利益を考え、逃げずに、ぶれず
に、覚悟をもって予防の哲学を説明し、十分な情報提供をすることで、患
者の意識を変える。それこそが、医師の責任ではないかと問うています。

この熊谷さんの姿勢と哲学こそ、健康権のにない手にふさわしいと思う
のです。ただ、いまだに「革命的医療」であり、「革命児」であり、歯科
界の常識となっていないのが、残念なことだと思います。

最後に、健康権保障のにない手の実例として、千葉県松戸市、「きょう
どう歯科新八柱（しんやはしら）」の院長で東京歯科保険医協会副会長の
藤野健正さんの取り組みも挙げておきましょう。福島原発事故の測定が難
しいストロンチウムの被曝量測定のために、保護者らに乳歯の提供を呼び
かけスイスの分析機関に送って検査する活動を進めています（「乳歯を保
存するプロジェクト」事務局　千葉県松戸市日暮1︲6︲1　きょうどう歯科
新八柱内　電話 047︲711︲5201）。

ここで紙数がつきました。在宅医療については、 8 月末に訪問したスウ
ェーデンのショーン市、イヨテボリ市の高齢者アパートの例などを踏ま
え、次回に考えてみましょう。

ヒデさんへの質問を募集します
日ごろの診療などで疑問に思っていること、何となくおかしいのでは…
と思うことがありましたら、メール・FAXなどでお寄せください。
E-mail:ishikawa-hok@doc-net.or.jp　FAX（076）231-5156

《第14回》歯科医療のあるべき姿を考える
─健康権のにない手として健康権保障の砦を築く（前編）

ヒデさんに聞く

倫理から人権へ
（金沢大学名誉教授　井上　英夫氏）

接遇セミナー
テーマ●患者さんを動かす話し方

～相手の本当の望みを尋ねる技術～
講　師●尾谷 幸治 氏（医療コミュニケーションコンサルタント）
と　き●2014年11月30日（日）午前10時～正午
ところ●石川県地場産業振興センター

本館　第1研修室（金沢市鞍月2-1）
対　象●歯科会員とスタッフ
参加費●無　料 ○詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

科医院向け歯

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第511号（3）2014年11月15日（毎月15日発行）



自
宅への
訪
問
診
療
が
減
少

輪
島
診
療
所
は
十
六
年
前
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
内
科
医
と

整
形
外
科
医
の
医
師
二
人
体
制

で
ず
っ
と
き
て
い
ま
す
。
整
形

外
科
の
医
師
は
開
設
以
来
ず
っ

と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
内

科
医
は
山
本
先
生
が
四
人
目

で
、
そ
れ
で
も
十
三
年
目
に
な

り
ま
す
。
医
師
は
金
沢
に
自
宅

が
あ
り
、
土
日
の
対
応
は
十
分

で
き
な
い
こ
と
か
ら
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
、
訪
問
診
療
は
当
た
り

前
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
オ
ー

プ
ン
当
初
か
ら
や
っ
て
い
ま
し

た
。
夜
間
診
療
ま
で
の
午
後
の

時
間
帯
に
自
宅
の
二
十
三
、四

人
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

十
八
人
の
方
の
所
へ
訪
問
診
療

に
行
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
の
方

は
、
一
番
多
か
っ
た
と
き
の
半

分
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。そ
の
要
因
と
し
て
、

費
用
面
や
介
護
力
低
下
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

診
療
を
開
始
し
て
終
了
に
な
る

ま
で
の
期
間
が
短
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

ち
ょ
っ
と
で
も
Ａ
Ｄ
Ｌ
障
害
や

病
状
が
重
く
な
っ
た
ら
、
在
宅

で
の
療
養
が
即
困
難
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
も
在
宅

介
護
力
の
低
下
が
う
か
が
え

ま
す
。

在
宅
で
の
看
取
り
は
年
間

六
、七
人
程
度
で
す
。
医
師
不

在
の
時
が
あ
り
、
輪
島
病
院
の

医
師
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
過
疎
地

の
中
核
病
院
の
役
割
は
、
都
市

部
の
病
院
の
役
割
と
は
異
な
る

も
の
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

輪
島
診
療
所
は
、訪
問
介
護
、

訪
問
看
護
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
な
ど
も
併
設
し
て
い

ま
す
。
が
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ

て
も
、
な
か
な
か
在
宅
介
護
を

続
け
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
よ

う
で
す
。

訪
問
診
療
の
車
は
四
輪
駆
動

で
す
が
、
そ
れ
で
も
冬
場
、
山

道
の
降
雪
に
よ
っ
て
訪
問
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
二

回
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
保
険
診

療
上
の｢

雪
道
、
難
路
」
と
い

う
言
葉
が
思
い
浮
か
び
ま

し
た
。

低
所
得
、高
齢
化
、医
療
資
源
不
足

　
　
　輪
島
特
有
の
状
況
の
中
で

在
宅
医
療
で
は
、「
多
職
種

連
携
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り

ま
す
が
、
輪
島
で
は
訪
問
リ
ハ

を
行
う
リ
ハ
専
門
職
が
い
な
い

点
や
、
訪
問
看
護
師
も
足
り
て

い
な
い
現
状
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。

輪
島
な
ら
で
は
の
状
況
と
し

て
、
所
得
は
金
沢

市
の
三
分
の
二
、

国
保
加
入
者
の
所

得
は
百
万
円
以
下

が
三
分
の
二
、
高

齢

化

率

が

三
九
％
。
十
年
前

の
開
業
医
の
平
均

年
齢
が
七
十
歳
前

後
で
、
十
年
た
っ

て
リ
タ
イ
ア
さ
れ

る
開
業
医
も
増
え

て
い
る
が
、
医
師

と
な
っ
た
子
ど
も

が
戻
っ
て
こ
な
い

ケ
ー
ス
も
多
く
、

医
療
資
源
の
脆
弱
化
が
進
ん
で

い
る
、
な
ど
な
ど
。
そ
う
い
っ

た
中
で
、
二
十
四
時
間
対
応
が

で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

つ
つ
、
ど
ん
な
に
遠
方
で
も
断

ら
ず
に
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
岐
阜
県
白
川
村
の
景
色
に
奥

能
登
の
山
村
の
景
色
を
重
ね
、

淡
々
と
訪
問
診
療
を
継
続
し
て

い
る
山
本
先
生
の
姿
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

金
沢
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
て

輪
島
に
戻
っ
て
く
る
が
ん
患
者

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ

と
で
、
そ
の
方
へ
の
在
宅
緩
和

ケ
ア
の
困
難
さ
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
二
十
四
時
間
対
応
の
困
難

さ
と
相
ま
っ
て
、
先
生
自
身
が

切
歯
扼
腕
（
せ
っ
し
や
く
わ

ん
）
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

訪
問
先
で

「
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
来
て
く
れ
た
」

在
宅
医
療
の
醍
醐
味
を
感
じ

ら
れ
る
の
は
ど
う
い
う
と
き
で

す
か
？　

と
い
う
質
問
に
、「
四

季
折
々
の
棚
田
の
風
景
を
、
移

動
距
離
が
長
い
訪
問
診
療
時
に

眺
め
る
こ
と
だ
」
と
の
答
え
。

一
瞬
、
意
表
を
突
か
れ
ま
し
た

が
、
過
疎
地
で
断
ら
ず
距
離
を

い
と
わ
ず
に
訪
問
診
療
へ
出
か

け
て
い
る
、
輪
島
診
療
所
の
山

本
先
生
な
ら
で
は
の
答
え
だ
と

思
い
ま
し
た
。﹃
石
川
医
報
﹄（
石

川
県
医
師
会
発
行
）
二
〇
一
四

年
四
月
一
日
号
の
「
石
川
北
か

ら
南
か
ら
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
、｢

能
登
は
海
と
山
、
そ
し

て
棚
田｣

と
い
う
山
本
先
生
の

文
章
に
、「
そ
こ
に
は
私
が
少

年
の
こ
ろ
に
見
た
、
山
奥
の
部

落
と
同
じ
た
た
ず
ま
い
が
あ
り

ま
し
た
。 

│ 

そ
れ
ら
の
部
落

に
は
人
び
と
が
暮
ら
す
息
吹
が

感
じ
ら
れ 

│ 

そ
れ
は
棚
田
に

植
え
ら
れ
た
稲
と
耕
さ
れ
た

畑
」
と
あ
り
ま
し
た
。
訪
問
診

療
に
行
く
と
、「
よ
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在宅医訪問 16

取材　医療福祉部取材班

醍醐味は「四季折々の棚田」
　　　輪島診療所 
 山  本　 悟 先生（輪島市・内科）

在宅医療講演会

TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156主催／石川県保険医協会

多職種協働
でつくる

地域包括ケア

講師 川越正平氏
（千葉県松戸市・あおぞら診療所院長）

とき

対  象

2014年12月7日（日）
午前10時～正午

ところＫＫＲホテル金沢 3階・孔雀の間
（金沢市大手町2-32 TEL 076-264-3261）
※ホテル駐車場が満車の場合は、周辺の有料駐車場をご利用ください。

関心のある方はどなたでも
（定員100人）

参加費 無料
●詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

（仮）

山本悟先生（写真右）と、医療福祉部取材班の大川義弘副会長

石 川 保 険 医 新 聞 2014年11月15日（毎月15日発行）（4）第511号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

広々とした待合室

診療所の近くにある訪問介護・訪問入浴などを行う事業所

輪島診療所



今年 6 月に成立した「医療介護総合法」による「提供体制改革」、そして来年の通
常国会に上程予定の「医療保険制度改革案」など、医療介護をめぐる大規模な制度改
革が進行中である。これらは、いわゆる「社会保障・税一体改革」の医療分野におけ
る具体化であるが、「自助・共助の強調」「給付の重点化・効率化」など憲法25条の理
念に真っ向から反するものであることは、本連載でも繰り返し述べてきた。制度改革
が持つ問題について、改めて俯瞰でとらえるために、以下、本稿では、医療介護総合
法の最初の具体化といえる「病床機能報告制度」と、来年 1 月実施の新たな難病医療
費助成制度、高額療養費制度について概説し、また、来年の通常国会に上程予定の法
案についても項目を列記して、現時点での整理をしておきたい。

あらためて医療介護総合法の狙いとは
医療介護総合法のねらいは、国にとって安上がりな「提供体制改革」の構築であ

る。この点を端的に示すものとして、社会保障国民会議報告書では次のような記述が
ある ─ 「高度急性期から在宅医療までの一連の流れにおいて、川上に位置する病床の
機能分化という政策の展開は、退院患者の受け入れ態勢の整備等川下の政策と同時に
行われるべきものである」 ─ と。「川上」である入院医療については、高度急性期医
療を中心に人的・物的資源を集中投入し、亜急性期・回復期へと患者を速やかに移動
させ、総体として入院期間を減らす。その受け皿となる在宅医療・介護（川下）につ
いても、今後ますます増大するサービス付き高齢者向け住宅入居者に対する訪問診療
の事実上の制限（同一建物複数訪問に対する「ペナルティ」）や介護保険における

「予防給付（ホームヘルプ・デイサービス）の保険外し」と「多様な主体（ボランテ
ィア）による地域支援事業の創設」に向け準備が進められている。医療・介護をセッ
トにして「提供体制の効率化」が推し進められようとしているのだ。

病床機能報告制度がスタート
医療提供体制の機能分化のためには、その前提として地域における医療機能ごとの

医療の必要量を把握する必要がある。このため「病床機能報告制度」を創設し、それ
をもとに「地域医療ビジョン」を都道府県ごとに作成させ、そのビジョンに示された
病床数に最終的に収斂させていくことを目指している。従来の病床規制にくらべ都道
府県の権限が強化されるとともに、将来的には「地域ごとの医療の必要量」を医療費
の「支出目標」にすることも検討されており、いわば究極の医療費抑制策となる可能
性を秘めている。

病床機能の報告は、今年は11月14日が締め切りとなっており、すでに本紙発行時点
でその期日は過ぎているが、来年度以降も継続されるため、改めて概要を示しておく
と、次のとおりである。
◎　病床機能報告制度の概要

難病医療費助成制度の全面改定 ─ 来年 1月実施
来年 1 月からも大きな制度改定が予定されている。一つは、難病公費負担医療制度

の全面的な見直しである。従来は都道府県の事業として行われていた「特定疾患治療
研究事業」と法律には基づいているが裁量的経費に位置付けられていた「小児慢性
特定疾患治療研究事業」について、今年 5 月に公布された「難病の患者に対する医療
等に関する法律」と「児童福祉法の一部を改正する法律」に基づき、法律上の義務的
経費としての新たな医療費助成制度が始まる。助成対象の難病・小児慢性特定疾患を
大幅に拡大する一方で、生活保護受給者を除くすべての患者に対して、所得に応じた
自己負担を新たに課すなど課題も多い制度改定である。指定医療機関に係る医療機関
の申請手続きについてもすでに開始されているが、それらをまとめると次のとおりで
ある。
◎�� 新たな難病医療費助成制度（小児慢性特定疾病医療費助成制度）の変更点の概要

高額療養費制度の月額負担上限額の見直し ─ 来年 1月実施
70歳未満の高額療養費の月額自己負担限度額について、「上位所得者」の区分が 2

区分となり、それぞれ月額上限額が引き上げられる一方で、「一般」所得者の区分も
2 つに分けられ、その下位の区分については従来の一般所得者の限度額より低い限度
額が適用されることになる。低所得者（市町村民税非課税）については、負担限度額
は据え置きである。

なお、70歳から74歳の窓口自己負担割合については、 4 月以降に70歳に達した患者
から 2 割に引き上げられているが、70歳以上の高額療養費（高額医療費）自己負担限
度額については、従来通り据え置かれたままである。

◎　70歳未満の高額療養費自己負担限度額（2015年1月1日実施）

現区分 新
区分 所得区分 自己負担限度額（月額）

レセプト単位（外来・入院別）

上　位
所得者

ア 健保：標準報酬月額83万円以上
国保：基礎控除後の所得901万円超

252,600円+（総医療費−842,000円）×1%
多数該当：140,100円

イ
健保：標準報酬月額53～79万円
国保： 基礎控除後の所得600万円超

901万円以下

167,400円+（総医療費−558,000円）×1%
多数該当：93,000円

一　般
所得者

ウ
健保：標準報酬月額28～50万円
国保： 基礎控除後の所得210万円超

600万円以下

80,100円+（総医療費−267,000円）×1%
多数該当：44,400円

エ 健保：標準報酬月額26万円以下
国保：基礎控除後の所得210万円以下

57,600円
多数該当：44,400円

低所得者 オ 市町村民税非課税世帯 35,400円
多数該当：24,600円

※  新区分のア～オは、それぞれ「限度額適用認定証」の限度額区分表示である。
※  新区分のアとイの所得区分層は、従来の自己負担限度額から引き上げとなる。
※  新区分のエの所得区分層は、従来の自己負担限度額から引き下げとなる。
※  多数該当とは、過去12か月で 4 回以上高額療養費に該当した場合の 4 回目以降の自己負担限

度額のこと。

医療介護総合法の今後 ─ 施行予定一覧
さて、医療・介護総合法については、医療介護提供体制改革以外の内容も多岐にわ

たる。それらの実施日について列記すれば、次のとおりとなる。

◎�� 2015年4月1日実施
医療関係 医療職種の業務範囲の拡大等（歯科衛生士、診療放射線技師、臨床検査技師）

介護保険

要支援者の保険外し（ホームヘルプ、デイサービス）と地域支援事業の創設（2015
年度から移行開始、2017年 4 月から全市町村で実施）
特別養護老人ホームの入居対象者を原則要介護 3 以上に限定
介護報酬改定

◎　2015年8月1日実施

介護保険
一定以上所得者の利用者負担を 2 割に引上げ
一定以上の預貯金のある施設入所者の補足給付外し（居住費・食費自己負担）

◎　2015年10月1日実施

医療関係
医療事故調査制度の創設
特定看護師制度の創設（看護師に一定の医行為を委ねるための研修制度の創設）

さらに、政府は、来年の通常国会に、保険給付のさらなる抑制を目指す医療保険制
度改革法案の上程を目指している。11月にも厚労省が改革案を正式に提示する見込み
であり詳細は次号以降に掲載するが、以下に項目のみを列記しておく。もちろん、こ
れらの改革については「案」の段階ではあるが、内容は患者負担増につながる改革の
オンパレードであり、保険医協会・保団連では、引き続き法案上程を許さない、法案
可決を許さない運動を進めていくことを申し添えておく。

◎　2015年通常国会へ法案提出を予定している医療保険制度改革案
項　　　　　　　目 実施予定時期

紹介状のない患者が大病院を受診した場合の定額自己負担の創設 2017年度までを目途に
順次実施入院時食事療養費の標準負担額の引上げ

市町村国保の財政運営を都道府県単位に移行
後期高齢者支援金の全面総報酬割
患者申出療養制度の創設による混合診療の拡大 2016年度
地域の医療機関・介護施設を系列化する「持ち株会社」型法人の創設

①  報告を求められる対象：一般病床・療養病床を有する病院・有床診療所
②  報告締切：11月14日（金）（来年度以降は10月末日までとなる）
③  報告項目

ア  病床が担う医療機能
◦  病棟単位で医療機能について「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」

から一つを選んで回答する。
◦  いつの時点の医療機能かについては、⑴現在（2014年 7 月 1 日）、⑵ 6

年が経過した時点における予定（ 2 年以内など短期に医療機能に変更予定
がある場合は、その時期の目途と変更後の機能）、⑶ 2025年度における機
能（⑶については回答は任意）

イ  構造設備・人員基準等に関する項目
ウ  具体的な医療の内容に関する項目（レセプト電子請求を行っている医療機

関は、厚労省で集計した内容を確認するのみ。11月21日に厚労省から発送さ
れる予定で、医療機関側による確認・追記の締め切りは12月12日）。

①  患者自己負担について
◦  今まで窓口負担がなかった「重症者」や「市町村民税非課税者」について

も、月額自己負担限度額が設定され負担がゼロではなくなる。調剤薬局や訪

社会保障・税一体改革これで
いいのか！？

事務局長　工藤　浩司

第 19 回具体化が進む医療介護総合法

 問看護ステーションでの負担も月額自己負担限度額に含まれることとなる。
入院時食事療養費の標準負担額については、全額自己負担となる。（すでに
助成を受けている患者に対する 3 年間の経過措置あり）

◦  助成を受ける患者の窓口自己負担割合について、 3 割負担の患者は 2 割負
担となる。

②  医療機関の事務手続き等について
◦  難病医療を実施する医療機関は、これまで特定疾患治療研究事業の指定医

療機関であった場合にも、改めて「指定医療機関」の申請が必要となる。申
請は石川県に行う（小児慢性で医療機関の所在地が金沢市の場合は金沢市に
申請する）。

◦  新制度では、難病患者が医療費助成を申請するためには、「指定医」が作
成した診断書が必要となる。「指定医」の指定を受けるためには、石川県へ
の申請が必要となる（小児慢性で勤務先の医療機関が金沢市の場合には金沢
市に申請する）。

� 詳細は、http://www.pref.ishikawa.lg.jp/kenkou/nanbyo/tokutei-syouman.html参照

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第511号（5）2014年11月15日（毎月15日発行）



石川県各市町における子どもの医療費助成制度一覧表
2014年10月1日現在

自治体名
助成対象年齢

自己負担 所得制限 助成方法
県市町議会からの石川県への

働きかけ入　　院 通　　院

石 川 県 小学校就学前 3歳児 1,000円 ○（注6） 償還払い
2011年3月・6月議会、
2012年6月議会請願採択

1 金 沢 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 自動償還払い 意見書（1）（2）提出

2 七 尾 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円（注1） なし 償還払い

3 小 松 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで 1,000円（注2） なし 償還払い 意見書（1）提出

4 輪 島 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円（注3） なし 自動償還払い 意見書（2）提出

5 珠 洲 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで 1,000円 なし 償還払い 意見書（2）提出

6 加 賀 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い

7 羽 咋 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 意見書（1）提出

8 か ほ く 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 意見書（1）提出

9 白 山 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円（注4） なし 償還払い 意見書（2）提出

10 能 美 市 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 意見書（1）提出

11 野 々 市 市 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 意見書（1）提出

12 川 北 町 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い

13 津 幡 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 償還払い 意見書（2）提出

14 内 灘 町 18歳年度末まで 18歳年度末まで 1,000円（注5） なし 償還払い 意見書（2）提出

15 志 賀 町 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 意見書（2）提出

16 宝達志水町 18歳年度末まで 18歳年度末まで 1,000円 なし 償還払い 意見書（2）提出

17 中 能 登 町 18歳年度末まで 18歳年度末まで なし なし 償還払い 意見書（2）提出

18 穴 水 町 18歳年度末まで 18歳年度末まで 1,000円 なし 償還払い 意見書（1）提出

19 能 登 町 中学校卒業まで 中学校卒業まで 1,000円 なし 自動償還払い 意見書（1）提出

（注1）	小学校就学前までは自己負担なし。小1〜中3までは自己負担1,000円/月
（注2）	小松市の自己負担は入院・通院ともに0歳児〜2歳児なし、3歳児〜小学校就学前500円、小学校就学〜中学校卒業まで1,000円
	 また、中学校卒業前の子のうち、第3子以降の自己負担額は500円
（注3）	輪島市の自己負担は0歳児〜小学校就学前なし、小学校〜中学校卒業まで1,000円
（注4）	白山市の自己負担は入院・通院あわせて月1,000円
（注5）	内灘町の自己負担は入院・通院ともに0歳児〜小学校就学前なし、小学校1・2年1,000円、入院の場合小学校3年〜中学校3年1,000円
（注6）	石川県の所得制限は児童手当法施行令を準用
（注7）	意見書（1）………石川県乳幼児医療費補助要綱の一部改正を求める意見書
	 意見書（2）………石川県議会2011年3月議会で採択された請願事項の速やかな実施を求める意見書

9 月25日の県議会予算委員会にて、谷本正憲知事は県子ども医療費助成制度
について「現物給付を希望する市町については、その市町の意向に沿って対応
することを具体的に検討していく」と、発言しました。

受診抑制につながる「償還払い方式」
現在の県子ども医療費助成制度は、いったん窓口で自己負担を支払い、後か

ら市町に申請して返金される「償還払い方式」を採用しています。しかし、償
還払い方式は一度自己負担分を立て替えなければならず、受診抑制につながる
ことが指摘されています。

また、費用は県と市町でそれぞれ半分ずつ負担していますが、市町が現物給
付方式に転換すると、県は「県子ども医療費助成制度補助要綱」に県が拠出す
る子ども医療費の助成金は「実際に医療機関に支払った額−1,000円」と記載
されていることを根拠に、県負担分の助成を行わないと主張。現物給付方式を
導入しようとする市町への、実質的なペナルティーとなっていました。

制度改善を求める声が圧倒的多数
この間、県議会、市町、関係団体などから、現物給付化を含めた制度改善を

求める声が上がっていました。保険医協会でも、2011年県議会 6 月議会に制度

改善を求める請願を提出し、全会一致で採択されました。これまでに県議会
は、同趣旨の請願 4 件を全会一致もしくは賛成多数で採択しています。また、
制度改善を求める署名運動では、会員の先生方からもご協力を賜り、多くの署
名を県へ届け訴えてきました。しかし、谷本知事はじめ県執行部は「制度のあ
りがたみを感じてもらうのに償還払い方式は必要」と回答し続けていたの
です。

さらなる運動が必要
今回の谷本知事の発言は、市町が独自に現物給付方式を採用しても県負担分

の助成は行う、市町へのペナルティを撤廃するというものです。これを機に、
多くの市町が現物給付方式を導入すると考えられます。しかし、県自身が現物
給付方式を導入するのではなく、あくまで「市町が現物給付方式を導入した際
のペナルティをやめる」というだけであり、改善の一歩にすぎません。県制度
の現物給付方式への転換を要求するとともに、対象年齢の拡大と共に1,000円
の自己負担の撤廃を求め、運動を続けていく必要があります。

○石川県各市町における子どもの医療費助成制度一覧表（2014年10月1日現在）
を掲載します。

市町が現物給付化した際の
県の「ペナルティー」撤廃へ

石川県子ども医療費助成制度で改善の一歩
石 川 保 険 医 新 聞 2014年11月15日（毎月15日発行）（6）第511号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



五
年
半
に
及
ぶ

ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の

医
療
支
援
活
動

十
月
二
十
六
日
、
金
沢
は
朝

よ
り
快
晴
。
保
険
医
協
会
主

催
、
県
医
師
会
後
援
で
、
原
発
・

い
の
ち
・
み
ら
い
シ
リ
ー
ズ

第
九
回
講
演
会
が
金
沢
都
ホ
テ

ル
に
て
開
か
れ
た
。
開
会
の
午

前
十
時
が
近
づ
く
と
、
会
場
の

席
が
急
速
に
埋
ま
っ
て
い
く
。

会
場
で
は
開
会
三
十
分
前
よ
り

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
が
行
わ
れ
、
放
射

線
に
曝
さ
れ
た
福
島
の
自
然
が

映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
花
、
動

物
、
昆
虫
、
そ
の
被
ば
く
線
量

が
痛
々
し
い
。

西
田
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
、山
野
之
義
氏
（
金
沢
市
長
）

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
講

師
紹
介
と
続
き
、
菅
谷
昭
氏

（
松
本
市
長
）
が
登
場
す
る
。

氏
は
、
元
は
甲
状
腺
外
科
専
門

医
で
あ
る
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
事
故
と
そ
の
後
の
甲
状
腺
が

ん
多
発
を
知
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

に
医
療
支
援
に
向
か
う
。
信
州

大
学
附
属
病
院
で
の
職
を
辞

し
、
自
ら
の
退
職
金
を
使
い
果

た
す
ま
で
の
五
年
半
を
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
の
活
動
に
捧
げ
た
人

生
の
壮
絶
さ
に
驚
く
。

今
の
日
本
は

「
難
治
性
悪
性
反
復
性

 

健
忘
症
」

氏
は
冒
頭
、
今
の
日
本
社
会

を
「
難
治
性
悪
性
反
復
性
健
忘

症
」
と
診
断
し
た
。
何
か
起
こ

る
と
、
わ
っ
と
騒
ぎ
、
そ
し
て

す
っ
と
引
い
て
い
く
。
無
論
、

そ
れ
に
は
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
と

国
家
の
意
志
が
強
く
反
映
し
て

い
る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。

国
は
、
低
線
量
被
ば
く
の
議

論
を
意
識
的
に
避
け
よ
う
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
低
線
量
被

ば
く
は
問
題
な
い
と
い
う
、
そ

ん
な
知
見
は
ど
こ
に
も
な
い
。

唯
一
、
参
考
に
な
る
の
は
同
じ

く
原
発
事
故
で
被
ば
く
を
受
け

た
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
た
ち

の
実
態
だ
。
そ
れ
を
生
か
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
訴
え

に
は
聴
衆
の
多
く
が
賛
同
し
た

に
違
い
な
い
。ち
な
み
に
、チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
基
準
で
は
年
間
五

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
居
住
禁
止

区
域
に
、
年
間
一
～
五
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
厳
戒
管
理
区
域

に
、
そ
し
て
年
間
一
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
を
汚
染
地
域
に
指

定
し
て
い
る
。
日
本
は
と
言
え

ば
、
年
間
二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
を
居
住
可
能
区
域
と
定

め
て
い
る
。
こ
れ
で
い
い
の
だ

ろ
う
か
？

氏
は
数
年
前
に
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
を
再
訪
し
、
低
汚
染
地
域
に

入
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
子
ど
も

た
ち
は
多
く
の
障
害
を
抱
え
て

い
た
。
彼
ら
の
多
く
は
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
事
故
か
ら
十
年
以
上

を
経
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

だ
が
、
転
び
や
す
い
、
疲
れ
や

す
い
、皮
膚
病
が
治
り
に
く
い
、

な
ど
の
症
状
を
訴
え
、
授
業
時

間
は
正
規
の
半
分
に
短
縮
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
証

明
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ

こ
に
危
険
が
推
定
で
き
る
以

上
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
を
安
全

な
環
境
に
移
す
こ
と
が
何
よ
り

先
決
。
そ
の
言
葉
が
聴
衆
を
捉

え
る
。

「
ま
つ
も
と
子
ど
も
留
学
」

に
関
わって

誰
も
や
ら
な
い
。
誰
か
が
し

な
く
て
は
・
・
・
。そ
の
思
い

が
松
本
市
が
「
ま
つ
も
と
子
ど

も
留
学
」
に
関
わ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。こ
の
留
学
制
度
は
、

福
島
出
身
の
医
師
や
弁
護
士
が

中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
母
体
と
な
り
、

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
生
活
し
、
遊
び
、
勉
強
で

き
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。
松
本
市
は

そ
れ
に
賛
同
し
、
住
居
や
教
育

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
八
人
の
子
ど
も
た
ち

が
寮
生
活
を
続
け
て
い
る
。
市

長
自
ら
が
訪
問
し
励
ま
す
。
そ

れ
に
地
域
の
善
意
と
教
育
現
場

の
協
力
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
と
報
告
さ
れ
た
。そ
れ
で
も
、

財
政
問
題
、
子
ど
も
の
心
の
ケ

ア
、そ
し
て
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
否
が
も
た
ら
す
意
味
な

ど
、
多
く
の
難
問
が
横
た
わ
っ

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
国
民
全

体
が
協
力
し
て
初
め
て
成
り
立

つ
も
の
だ
、
そ
う
確
信
し
た
。

会
場
か
ら
は
実
に
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
時
間
の
関

係
上
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
熱
心

な
質
疑
が
市
民
の
関
心
の
高
さ

を
物
語
っ
て
お
り
、
石
川
の
活

発
な
取
り
組
み
に
菅
谷
氏
も
驚

い
て
お
ら
れ
た
。
一
方
、
福
島

の
話
題
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
マ
ス

コ
ミ
の
話
題
に
な
ら
な
い
。
こ

の
日
は
実
は
福
島
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
だ
っ
た
が
、
国
民
の

多
く
が
そ
の
事
実
さ
え
知
ら
な

い
。な
ぜ
、知
ら
せ
な
い
の
か
？

日
本
の
未
来
を
占
う
と
さ
え
言

え
る
の
に
・
・
・
。こ
れ
こ
そ

が
今
、
日
本
が
抱
え
る
病
巣
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その30

シリーズ

副
会
長

　大
平

　政
樹
（
金
沢
市･

外
科
）

菅
谷  

昭
氏（
松
本
市
長
）講
演
会

ま
ず
子
ど
も
た
ち
を
守
る

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の

　
　  医
療
支
援
の
経
験
か
ら
福
島
を
考
え
る

講師の菅谷昭氏

会員、一般市民約200人が参加して開かれた（10月26日・金沢都ホテル）

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
か
ら
３
と
打
つ
の
が
ダ
メ
ヅ
マ
リ

に
す
る
好
手
段
。
白
４
に
黒
５
で
白
死
で

す
。
黒
１
で
先
に
３
は
白
４
黒
１
白
５
黒

２
白
イ
で
白
生
き
。
白
２
で
５
な
ら
黒
２

で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁
2

4

1

3

5
イ

☗
１
三
歩
☖
同
桂
☗
２
三
銀

☖
２
一
玉
☗
３
二
銀
不
成
☖

１
二
玉
☗
２
三
香
成
ま
で
７

手
詰
。

〈
解
説
〉
☗
１
三
歩
を
☖
同

玉
は
☗
２
四
銀
☖
２
二
玉
☗

２
三
銀
成
ま
で
。
５
手
目
☗

３
二
銀
不
成
が
好
手
順
で
、

☖
１
二
玉
に
☗
２
三
香
成
ま

で
ピ
ッ
タ
リ
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

9
＋
2
で
、答
え
は「
11
」

（
問
題
10
面
）

菅谷昭氏講演会　参加者から寄せられた意見
参加者アンケートに寄せられた、ご意見・ご感想の一部を紹介させていただきます。

○�先生の子どもたちを助けたい気持ちがひしひしと伝わり、私も何らかの形で参加しなけれ
ばと考えました。
○�人として、なんと素晴らしい菅谷市長さん！お話の端々に子どもたちへの想いが感じられ、
胸が熱くなりました。
○�福島県からの避難者です。金沢でこのような機会があること、嬉しいです。
○�「科学的な証明はできないが、事実を大事に、疫学的に積み上げていく中で見つけていく
しかない」という菅谷さんの言葉、本当にそう思います。まずは現実に何が起こっているの
か、その現実にどう対応したら良いのか、事実を正面から見つめる強さを大人は持つことが
大切ですね。また、子どもを県外に「出せない」という状況があるからこそ、行政の関わり
が重要だとも思いました。
○�甲状腺がんの肺転移が早期に起こること、その割合も低くないことを知りました。オペの
注意点も興味深かったです。
○�「統計主体ではなく、たった一人でも、その方の人生を考えて治療をするのが医療者とし
てあるべき姿勢」という言葉に心打たれました。
○�あらためて、福島原発事故が収束していないこと、これからもずっと考えていかなければ
ならないことだと認識できました。また、石川県でこれだけ原発について意識を持つ方がい
ると知れたことも嬉しかったです。政府や上に立つ人に任せるのではなく、市民一人一人が
考え、行動することが大切なんですね。

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第511号（7）2014年11月15日（毎月15日発行）



私はアジア・太平洋戦争中の昭和18年 3 月、福井市に天台宗寺院の二男
として生まれた。住職である父は軍に召集され、外地に連れていかれた。
また、寺の梵鐘も軍用に供出させられた。戦時中、私は食料不足のせいで
痩せ衰え、下肢はブヨに噛まれ、化膿し、骨が露出し、正常な皮膚は見ら
れなかったと聞いている。今でも、私の下肢にはケロイドが広く残ってお
り、小さいときにはよく近所の子にからかわれた。

昭和20年 5 月、福井は米軍の空襲に遭い、七堂伽藍のあった寺は石大仏
のみを残し、焼失した。私は姉、兄たちと田舎に疎開していたので生き延
びることができた。終戦後、フィリピンで捕虜になっていた父はごっそり
痩せてはいたが、何とか帰ってくることができ、無一文からの生活が始
まった。

戦後は貧しく、まず食べるものの確保が大変だった。コメなどは手に入
れることができない。田舎にサツマイモを買出しにいっても、芋のつるし

かもらえなかったこともある。仕方なく、焼夷弾の残骸がある焼け跡地を
整備して畑を作り、いろんな野菜を植え、鶏を飼って卵を産ませるなど、
自給自足の生活をしたことを思い出す。

このように戦争は戦死者を生むだけでなく、安心して住める土地、生き
ていくための食料をなくし、家族を離散させ、人間としての尊厳を奪う。
その反省から、戦争放棄を明記した憲法 9 条、健康で文化的な生活を政府
が保障することを規定した憲法25条が生まれたと思う。

安倍内閣は 7 月に、集団的自衛権の行使を可能とする閣議決定を行った。
歴代の内閣は憲法 9 条に違反するとの見解から、集団的自衛権の行使を禁
じてきたが、日本が武力攻撃されていないのに他国の紛争に自衛隊を派遣
して武力行使に踏み込むというのだ。この閣議決定については、憲法改正
論を述べる学者も含めて多くの憲法学者、日本弁護士連合会が憲法違反の
暴挙として撤回を要求している。

最近の安倍内閣の動きを見ていると、米軍・自衛隊の指揮系統の共用と
共同訓練、秘密保護法の制定、武器輸出の解禁、さらに道徳教育の教科書
の副教材を使って、愛国心教育を推進しようとしている。これらの一連の
動きは、戦争をする国への歩みとしか受け取れない。最近は米国とともに
戦争に参加する国でテロが頻発するように、米国のために武力行使に踏み
切れば日本がテロの標的となるだろう。戦争の悲惨さを体験した一人とし
て、また、いのちと健康を守る医師の社会的責任として、殺し・殺される・
殺しあう戦争には一切協力しないことを決意し、憲法 9 条を国民の皆さん
と守っていきたい。

ザ・日本国憲法ザ・日本国憲法会員寄稿
シリーズ⑬

白﨑　良明（金沢市・内科）

殺し・殺される・殺しあう戦争に
協力しないのは医師の社会的責任

制度のポイント

★次のいずれにも該当する方

２０１4年9月１日（月）～ 11月30日（日）
第２回申込取扱期間

加入日

加入（増口）申込資格は？

①加入日現在健康でひとつの主たる医療機関等で週４日以上か
つ週16時間以上業務に従事している方
②59歳（昭和30年10月２日以降に生まれた方）までの保険医
協会会員で、約款に同意できる保険医である方

２０１5年4月１日（水）

保険医休業保障共済保険
申込み締め切り迫る！！

★給付は長期（最長で730日）、免責は短期
（５日間）
★掛け捨てではありません。脱退給付金が
支払われます。
★掛金は加入時のまま満期まで変わりません。
★入院はもちろん、自宅療養でも、代診をお
いても給付できます。
★他の所得補償保険等の加入に関係なく給
付できます。

※詳細につきましては、保険医協会にお問い合わせください。石川県保険医協会『石川保険医新聞』編集部
TEL 076-222-5373  FAX 076-231-5156

○詳しくは同封の案内チラシをご覧ください。

「石川保険医新聞」2015年 新年号

原稿募集のご案内
２０１4年も残すところわずかになりました。保険医協会では、新しい年を
迎えるに当たり、『石川保険医新聞』２０１５年新年号の編集を始めました。
新年号特集は２０１５年の北陸新幹線開業にちなみ、「電車・鉄道」で
す。電車・鉄道に関して、ぜひ原稿をお寄せください。また、自由テーマ
の会員投稿も募集します。

新年号特集テーマ：
電車・鉄道

読
者
投
稿
の
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。字

数
は
八
百
字
程
度（
最
長
千
二
百
字
）

原
稿
締
め
切
り
は
十
二
月
五
日・必
着

※

締
め
切
り
後
に
入
稿
の
原
稿
は
、二
月
号

以
降
に
、掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

旅行・趣味・
健康法など

おすすめの
お店など

俳句・詩・写真など

干支「未」に関して

平和・人権・
環境問題など

石 川 保 険 医 新 聞 2014年11月15日（毎月15日発行）（8）第511号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



家
族
介
護
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

﹃
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
﹄
と

い
う
漫
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
は
ロ
ー
マ
の

浴
場
を
専
門
と
す
る
設
計
技
師

ル
シ
ウ
ス
・
モ
デ
ス
ト
ゥ
ス
が

日
本
の
お
風
呂
文
化
に
驚
嘆
す

る
姿
が
、
コ
ミ
カ
ル
か
つ
シ
リ

ア
ス
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
日

本
人
は
お
風
呂
好
き
な
の
で
す

が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
す

る
と
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
お
風
呂

に
入
れ
な
く
な
る
時
代
が
あ
り

ま
し
た
。
今
か
ら
三
十
年
以
上

前
に
津
久
井
督す
け
ろ
く六
さ
ん
が
、
自

分
の
母
親
が
認
知
症
に
な
っ
た

と
き
に
家
族
介
護
の
大
変
さ
に

気
付
き
、
何
と
か
社
会
貢
献
で

き
な
い
か
と
始
め
た
の
が
、
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
あ

れ
か
ら
三
十
年
、
全
国
す
べ
て

の
都
道
府
県
で
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
お
伺
い
し
た
の
は
金
沢

駅
西
本
町
に
あ
る
「
ツ
ク
イ
金

沢
東
」
で
す
。
責
任
者
の
丸
山

さ
ん
と
、
担
当
看
護
師
の
稲
村

さ
ん
に
対
応
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
通
所
介
護
と
訪
問
介
護
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
取
材
の
前

に
そ
ち
ら
も
見
学
し
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
通
所
介

護
の
浴
室
に
﹃
テ
ル
マ
エ
・
ロ

マ
エ
﹄
に
も
出
て
き
た
あ
の
懐

か
し
い｢

ケ
ロ
リ
ン｣

の
風
呂

桶
が
あ
っ
た
の
と
、
通
所
介
護

の
食
事
を
自
前
で
提
供
し
、
月

に
一
回
は
全
国
の
特
産
品
を

使
っ
た
料
理
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
で
し
た
。
全
国
展
開
し
て

い
る
ツ
ク
イ
の
強
み
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

県
内
で
最
初
に

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

石
川
県
内
の
市
町
で
は
、
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
最
初
に
認

め
た
の
は
津
幡
町
で
、
一
九
九

七
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
金
沢
市
で
も
始

ま
り
、
現
在
は
月
平
均
二
百
回

訪
問
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
利

用
者
一
人
当
た
り
の
利
用
頻
度

は
週
一
回
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
多
い
人
は
週
に
三
～
四
回

（
若
い
障
害
の
あ
る
方
）、
少
な

い
人
は
二
週
間
、
あ
る
い
は
月

に
一
回
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

依
頼
先
の
ほ
と
ん
ど
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
で
す
が
、
た

ま
に
家
族
か
ら
直
接
問
い
合
わ

せ
が
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始
時

に
、
医
師
か
ら
入
浴
制
限
が
必

要
な
人
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の

限
度
の
指
示
を
も
ら
っ
た
り
、

褥
瘡
や
吸
痰
の
必
要
性
の
指
示

を
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
限
度
を
超

え
た
場
合
は
医
師
に
連
絡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
来
た

か
ら
に
は
入
れ
て
も
ら
う
」
と

考
え
る
家
族
の
方
と
、
そ
の
是

非
に
つ
い
て
、
や
り
と
り
す
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
稲
村

さ
ん
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
説
明

に
、
や
り
と
り
の
場
面
が
目
に

浮
か
び
ま
し
た
。
た
だ
、
家
族

が
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
と

言
っ
た
り
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン

の
限
度
を
超
え
て
い
る
場
合

は
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
日
を
あ
ら
た
め
て
訪
問
す
る

そ
う
で
す
（
ま
た
出
直
す
の
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
当
然

の
こ
と
の
よ
う
に
稲
村
さ
ん
は

話
さ
れ
ま
す
）。

「
極
楽
や
」の
言
葉
が
や
り
が
い

浴
槽
に
漬
か
る
と
、
利
用
者

が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
な
顔
に

な
っ
た
り
、「
極
楽
や
」
と
話

さ
れ
た
り
、
鼻
歌
も
出
た
り
し

ま
す
。
こ
う
い
う
と
き
に
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
る
そ
う

で
す
。
困
っ
た
こ
と
を
尋
ね
る

と
特
に
な
い
と
の
こ
と
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
の
主
治
医
に
対

し
て
希
望
や
要
望
は
あ
り
ま
す

か
？　

と
聞
き
ま
し
た
が
、
担

当
者
会
議
に
参
加
す
る
主
治
医

も
増
え
て
お
り
、
か
つ
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
通
じ
て
情
報
提
供

も
行
う
の
で
、
要
望
は
あ
ま
り

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
訪
問

看
護
が
入
っ
て
い
る
と
連
携
が

取
り
や
す
い
よ
う
で
す
。
特
に

褥
瘡
の
あ
る
方
や
状
態
が
不
安

定
な
場
合
に
は
、
訪
問
看
護
師

と
の
連
携
が
有
用
で
す
。
取
材

班
の
一
人
も
自
分
の
診
て
い
る

患
者
さ
ん
の
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
に
ツ
ク
イ
を
利
用
し
て
い
ま

す
が
、
ど
ん
な
に
状
態
が
悪
く

て
も
、
少
々
バ
イ
タ
ル
に
問
題

が
あ
っ
て
も
入
浴
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
医
師
が
し
っ

か
り
家
族
に
説
明
し
て
い
る

と
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
側
も

安
心
で
す
。

訪
問
入
浴
が
実
際
に
ど
う
行

わ
れ
て
い
る
の
か
も
実
演
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
車
の
中
に
二

つ
に
分
か
れ
た
浴
槽
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
下
ろ
し
て
組
み
立

て
ま
す
。
浴
槽
の
接
続
面
は
シ

リ
コ
ン
に
覆
わ
れ
、
お
湯
が
漏

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
水
は
訪
問
先
の
水
道
か
ら

引
き
、
車
の
中
の
湯
沸
か
し
器

に
接
続
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら

ホ
ー
ス
で
浴
槽
に
お
湯
を
引
き

ま
す
。
お
湯
は
常
時
流
れ
る
よ

う
に
供
給
さ
れ
、
家
庭
の
浴
槽

二
杯
分
以
上
の
お
湯
を
使
用
し

ま
す
。
排
湯
は
別
の
ホ
ー
ス
で

お
宅
の
風
呂
場
な
ど
に
流
し
ま

す
。
車
に
積
ん
で
あ
る
ホ
ー
ス

は
結
構
長
く
、
い
ろ
ん
な
お
宅

が
あ
る
中
で
設
置
に
も
苦
労
が

あ
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

た
。
取
材
班
の
一
人
も
利
用
者

に
な
っ
た
つ
も
り
で
入
浴
の
実

演
を
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

設
計
技
師
ル
シ

ウ
ス
が
、
訪
問
入

浴
サ
ー
ビ
ス
を
も

し
見
た
ら
、
宇
宙

に
行
っ
た
ほ
ど
の

驚
愕
で
腰
を
抜
か

す
だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
し
た
。
ハ
イ

テ
ク
と
マ
ン
パ

ワ
ー
、
そ
し
て
優

し
さ
に
あ
ふ
れ
た

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
、
感
心

す
る
こ
と
し
き
り

の
取
材
班
で
し
た
。

医療 福祉の

《第2回》

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

古
代
ロ
ー
マ
人
も
驚
き
？
の

 

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

【
訪
問
先
】 ツ
ク
イ
金
沢
東

【
取

　材
】 

医
療
福
祉
部
取
材
班

エキスパート
訪問

看護師の稲村さん（写真左）から説明を受ける医療福祉部取材班

石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第511号（9）2014年11月15日（毎月15日発行）

二つに分かれた浴槽を組み立てる様子

組み上がった浴槽

空の浴槽に入る体験をさせていただいた

通所介護施設の浴室

ツクイ金沢東

通所介護施設内も案内していただいた



金
沢
大
学
小
児
科
に
入
局
し
た
時
、
諸
先
輩
に
「
小
児
科

医
は
子
ど
も
を
三
人
以
上
育
て
て
一
人
前
だ
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。「
二
人
で
良
い
」
と
い
う
妻
で
し
た
が
、
な
ん
と

か
三
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
育
て
た
の

は
、
ほ
と
ん
ど
妻
と
お
互
い
の
両
親
で
し
た
。
私
が
教
育
的

介
入
を
図
っ
て
も
、
却
下
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
言

い
訳
に
し
て
日
常
事
は
妻
任
せ
で
し
た
。
今
で
は
三
人
と
も

そ
れ
な
り
に
自
活
で
き
、
妻
共
々
、
納
得
の
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
小
児
科
医
と
し
て
は
仕
上
げ
の
時
期
に
来
て
い

る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
一
言
「
小
児
科
医
は
孫
の
面
倒
を

見
て
初
め
て
一
人
前
だ
よ
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
子
の

場
合
、ゆ
っ
く
り
面
倒
を
見
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
孫
だ
と
客
観
的
に
眺
め
て
付
き
合
え
ま
す
。
そ
れ
に

わ
が
子
で
の
失
敗
経
験
が
生
か
せ
ま
す
。そ
ん
な
こ
と
か
ら
、

「
こ
れ
ま
で
の
小
児
科
医
と
し
て
の
集
大
成
を
孫
に
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

昨
秋
、
待
望
の
初
孫
に
恵
ま
れ
、
発
育
は
？
発
達
は
？
と

観
察
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
予
防
注
射
を
す
る
時
に
は
マ

ス
ク
と
め
が
ね
で
変
装
し
て
、
孫
に
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
声

も
出
さ
ず
と
、＂
爺
ば
か
＂
丸
出
し
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
漬
け

の
弊
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
テ
レ
ビ
は
少
な
く
と
も

２
歳
ま
で
は
見
せ
る
な
！　

玩
具
は
散
ら
か
し
放
題
で
よ

い
。
多
少
の
い
た
ず
ら
は
大
目
に
見
て
、
大
し
た
危
険
が
な

け
れ
ば
痛
い
目
に
も
会
わ
せ
ろ
。絵
本
は
た
く
さ
ん
与
え
よ
。

歯
科
医
の
息
子
も
負
け
て
お
ら
ず
、
虫
歯
菌
を
伝
染
さ
せ

な
い
た
め
、
箸
は
孫
専
用
の
も
の
に
、
な
ど
な
ど
。

日
常
生
活
は
孫
中
心
と
な
り
、
友
人
か
ら
は
最
近
一
緒
に

遊
ん
で
く
れ
な
い
と
小
言
を
言
わ
れ
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
例
会

も
度
々
の
欠
席
で
十
年
連
続
出
席
も
中
断
。
で
も
孫
は
か
わ

ゆ
い
の
だ
！

孫
の
た
め
に
も
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
残
さ
な
く
て

は
！　

原
発
は
廃
止
せ
よ
！

孫
と
一
緒
だ
と
オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
出
っ
ぱ
な
し
な
の
だ
！　

オ
キ
シ
ト
シ
ン
が
作
用
し
て
も
私
か
ら
は
お
っ
ぱ
い
は
出
ま

せ
ん
が
、
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
も
う
一
つ
の
作
用
で
、
と
て
も

穏
や
か
で
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
結

果
、
世
の
中
の
子
育
て
す
る
人
の
気
持
ち
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
理
解
で
き
、
患
者
さ
ん
に
優
し
く
対
応
で
き
る
の
で
す
。

会員リレーエッセー　　◆◆182◆◆生
来
の
遊
び
好
き
が
高
じ
て

三
十
年
近
く
バ
ー
に
通
っ
て
い

ま
す
。
え
～
と
、
も
う
何
年
前

で
し
た
で
し
ょ
う
か
、
全
く
同

じ
よ
う
な
書
き
出
し
で
ラ
ス
ベ

ガ
ス
に
関
す
る
連
載
を
担
当
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は

お
酒
の
話
で
す
。「
お
前
は
い
っ

た
い
何
を
や
っ
て
い
る
の

だ
！
」
と
い
う
お
叱
り
も
あ
る

か
と
存
じ
ま
す
が
、
な
に
し
ろ

ラ
ス
ベ
ガ
ス
へ
行
っ
た
回
数
よ

り
バ
ー
に
行
く
方
が
は
る
か
に

多
い
の
で
す
か
ら
（
当
た
り
前

で
す
ね
）、
そ
の
あ
た
り
は
何

と
ぞ
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
旧
知

の
友
人
た
ち
か
ら
は
、「
お
ま

え
は
本
当
は
こ
っ
ち
（
お
酒
）

の
方
が
本
業
だ
よ
な
」
と
か
言

わ
れ
て
い
ま
す
。「
あ
の
う
、

本
業
と
い
う
の
は
内
科
医
な
の

で
す
が
・
・
・
」
と
反
論
し
て

も
、「
ふ
ん
、
な
に
を
馬
鹿
な

こ
と
を
！
」
と
、
一
笑
に
付
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

バ
ー
で
は
色
鮮
や
か
な
カ
ク

テ
ル
を
味
わ
う
の
も
大
き
な
楽

し
み
で
す
が
、
私
が
一
番
好
き

な
の
は
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス

キ
ー
。
そ
れ
も
、
シ
ン
グ
ル
モ

ル
ト
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
よ
く
飲

み
ま
す
。
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
と

い
う
の
は
大
麦
の
麦
芽
だ
け
を

原
料
と
し
て
、
一
カ
所
の
ウ
イ

ス
キ
ー
工
場
（
蒸
留
所
）
で

作
っ
た
製
品
で
す
。
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
は
百
カ
所
ぐ
ら
い
の

蒸
留
所
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
と

同
じ
数
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

を
持
っ
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
ウ

イ
ス
キ
ー
が
で
き
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
折
し
も
、
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」
が

好
調
な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
物
語
で
玉
山
鉄
二

が
扮
す
る
主
人
公
亀
山
政
春

は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
ウ
イ

ス
キ
ー
作
り
の
修
業
を
し
て
、

後
に
ニ
ッ
カ
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
創

始
者
と
な
っ
た
竹
鶴
政
孝
氏
が

モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

竹
鶴
氏
が
修
業
を
し
た
の
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
西
側
の

キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
現
在
こ
の
地
区
で
作

ら
れ
て
い
る
代
表
的
な
ウ
イ
ス

キ
ー
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
バ
ン
ク

と
い
う
銘
柄
で
す
。
こ
の
ウ
イ

ス
キ
ー
は
、
ほ
の
か
に
塩
辛
い

味
が
し
ま
す
が
、
香
り
が
際

立
っ
て
い
て
ボ
ト
ル
の
蓋
を
開

け
た
瞬
間
か
ら
、
甘
い
香
り
が

漂
っ
て
く
る
感
じ
が
し
ま
す
。

中
に
は
ウ
イ
ス
キ
ー
そ
の
も

の
よ
り
、
そ
の
蒸
留
所
で
飼
わ

れ
て
い
た
猫
の
方
が
有
名
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
グ
レ
ン
タ
レ
ッ
ト
と
い
う

蒸
留
所
の
タ
ウ
ザ
ー
と
い
う
名

前
の
メ
ス
猫
で
す
。
ウ
イ
ス

キ
ー
工
場
に
は
、
原
料
の
麦
芽

を
狙
っ
て
ネ
ズ
ミ
が
出
没
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
ネ
ズ
ミ
を

駆
除
す
る
た
め
に
猫
が
い
る
と

い
う
わ
け
で
す
が
、
こ
の
タ
ウ

ザ
ー
は
ネ
ズ
ミ
を
捕
獲
す
る
能

力
に
た
け
て
い
て
、
し
か
も
そ

の
ネ
ズ
ミ
を
「
ね
え
、
見
て
見

て
・
・
・
」
と
ば
か
り
に
飼
い

主
の
と
こ
ろ
に
運
ん
で
き
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
飼
い
主

が
そ
の
数
を
数
え
た
と
こ
ろ
、

な
ん
と
二
万
八
千
八
百
九
十
九

匹
に
も
な
り
、
こ
の
記
録
は

堂
々
と
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も

載
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
女
傑

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し

て
タ
ウ
ザ
ー
が
そ
の
生
涯
を
閉

じ
た
一
九
八
七
年
三
月
二
十
日

の
翌
日
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

新
聞
は
、
こ
ぞ
っ
て
彼
女
の
死

を
悼
む
記
事
を
掲
載
し
た
そ
う

で
す
。
新
聞
の
見
出
し
で

「T
O

W
ZER　

D
IED

」
と
出

た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
の
読
者

に
何
が
起
き
た
か
理
解
さ
れ
る

ほ
ど
の
有
名
人
、
い
や
有
名
猫

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
蒸
留
所
の
前

に
は
、
今
も
タ
ウ
ザ
ー
の
銅
像

が
あ
る
の
だ
そ

う
で
す
。

ウ
イ
ス
キ
ー

の
話
と
言
い
な

が
ら
な
ぜ
か
猫

の
話
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た

が
、
バ
ー
で
は

こ
の
よ
う
に

小
児
科
医
は

　
孫
の
世
話
を
し
て
一
人
前
!?

村
田
　
祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
や
顔
見
知
り
の

常
連
の
お
客
様
と
お
酒
に
ま
つ

わ
る
会
話
を
す
る
の
も
そ
の
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

さ
て
、
最
後
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ

ス
キ
ー
の
飲
み
方
に
つ
い
て
で

す
。
基
本
的
に
は
「
お
い
し
け

れ
ば
何
で
も
い
い
」
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
飲
み
方
を
試
し
て
み
る
の
が

い
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
四
、

五
年
前
ま
で
は
頑
な
に
ス
ト

レ
ー
ト
で
飲
ん
で
い
ま
し
た

が
、
考
え
て
み
れ
ば
樽
か
ら
出

さ
れ
た
ば
か
り
の
ウ
イ
ス
キ
ー

は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
六
〇
％

近
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

四
〇
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
加

水
し
て
出
荷
し
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
水
を
加
え
て
も
悪
い

は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
的

に
は
、
最
近
は
ソ
ー
ダ
割
り
を

よ
く
飲
み
ま
す
。
ソ
ー
ダ
割
り

と
い
え
ば
ア
メ
リ
カ
産
の
バ
ー

ボ
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
の
方
が
お
い

し
い
と
感
じ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
確
か
に
少
し
甘
い

ウ
イ
ス
キ
ー
の
方
が
ソ
ー
ダ
割

り
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
う

の
で
、
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
で
は

マ
ッ
カ
ラ
ン
、
そ
し
て
日
本
の

も
の
で
は
竹
鶴
政
孝
氏
の
名
前

を
冠
し
た
ニ
ッ
カ
の
竹
鶴
な
ど

の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
お
勧
め
で

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ

さ
い
。

囲 碁

（解答は 7面にあります） （解答は 7面にあります）

持
駒

　銀
歩

黒先　７分で１、２級以上
〈ヒント〉 ダメヅマリにして
 白を仕留めます。

〈ヒント〉 銀の活用がポイントです。
 （10分で3級）

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

初級編 初級編

玉

歩

金 桂 香

香

歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え7面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独3 5
2 9 4 6 8
5 1 □
2 1 7

9 7 3
6 1 5

□ 3 9
9 5 1 6 8
4 3
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ス
コ
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方
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